
～厳しい状況を乗り越えて～

請川孝治氏所長和歌山県工業技術センター

逆境に打ち勝つ和歌山県産業
得
意
技
術
の
育
成
重
要
県
内
に
構
築
す
べ
き
化
学
素
材
の
供
給
基
地

地
域
企
業
発
展
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
今
秋
に
日
本
を
襲
っ
た
台
風

号
は
河
川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
。
現
在
も
ダ
メ
ー
ジ

が
残
る
南
部
地
域
だ
が
、
同
地
域
を
含
む
和
歌
山
県
に
対
す
る
企
業
か
ら
の
注
目
度
は
決
し
て
低
く
な
い
。
特
に

田
辺
市
内
は
南
紀
白
浜
空
港

和
歌
山
県
白
浜
町

を
活
用
す
れ
ば
、
比
較
的
短
い
時
間
で
首
都
圏
に
移
動
で
き

る
な
ど
利
点
も
多
く
、
東
京
か
ら
Ｉ
Ｔ
企
業
の
進
出
事
例
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
さ
ら
に
地
元
公
設
試
験
研
究
機
関
と

県
内
企
業
の
関
係
も
強
く
、
災
害
を
乗
り
越
え
た
新
た
な
発
展
に
期
待
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

　
和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
の
中
小

企
業
を
対
象
に
受
託
試
験
や
技
術
相
談
な
ど
の
支
援

を
展
開
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
県
の
農
産
品
な
ど
を

生
か
し
た
製
品
や
技
術
に
つ
い
て
、
地
元
企
業
と
の

共
同
開
発
に
も
積
極
的
だ
。
小
規
模
企
業
の
割
合
が

多
い
と
言
わ
れ
る
和
歌
山
県
産
業
を
同
セ
ン
タ
ー
は

各
種
支
援
を
通
じ
て
、
ど
う
発
展
さ
せ
る
の
か
。
請

川
孝
治
所
長
に
考
え
を
聞
い
た
。

台
風
被
害
受
け
た
県
南
部
に
２
社
進
出
へ
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台
風

号
の
被
害
を
受
け

た
和
歌
山
県
南
部
に
位
置
す

る
田
辺
市
中
辺
路
町
と
那
智

勝
浦
町
。
今
も
災
害
の
爪
あ

と
が
残
る
２
町
に
対
し
、
ゼ

ネ
ラ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー

東
京

都
大
田
区

と
ク
ッ
ク
ス
ベ

ス
ト

大
阪
市
都
島
区

が

進
出
を
決
め
た
。
こ
の
う

ち
、
中
辺
路
に
進
出
予
定
の

ゼ
ネ
ラ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
は
ス

テ
ッ
カ
ー
の
制
作
・
販
売
を

主
事
業
と
す
る
。
今
回
は
１

３
０
０
万
円
を
投
入
し
、
和

歌
山
支
店

仮
称

を
新

設
。
将
来
は
主
要
拠
点
と
し

て
機
能
拡
充
な
ど
を
検
討
す

る
。

　
ク
ッ
ク
ス
ベ
ス
ト
は
、
水

産
加
工
品
の
製
造
拠
点
を
設

立
す
る
予
定
。
紀
南
地
域
沿

岸
部
で
水
揚
げ
さ
れ
た
マ
グ

ロ
や
イ
カ
な
ど
を
切
り
身
や

す
り
身
に
加
工
す
る
。
水
産

資
源
を
確
保
し
や
す
い
地
理

的
な
メ
リ
ッ
ト
や
水
産
加
工

の
技
術
を
持
つ
人
材
を
確
保

し
や
す
い
た
め
、
那
智
勝
浦

町
に
進
出
す
る
こ
と
に
し

た
。
投
資
額
は
５
５
０
０
万

円
。
施
設
面
積
は
３
３
０
平

方

で
、

月
中
に
も
操
業

を
開
始
す
る
。

　
工
業
団
地
が
集
積
す
る
県

北
部
で
も
企
業
誘
致
を
継
続

中
だ
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
紀

北
橋
本
エ
コ
ヒ
ル
ズ

橋
本

市

に
は
最
近
、
金
属
洗
浄

剤
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
行

う
ユ
ニ
カ
ル

大
阪
府
羽
曳

野
市

の
進
出
が
決
ま
っ

た
。
紀
北
橋
本
エ
コ
ヒ
ル
ズ

に
は
提
供
地
の
約
半
分
に
企

業
が
進
出
す
る
見
通
し
で
、

今
後
も
大
阪
湾
岸
部
に
近
い

メ
リ
ッ
ト
の
ア
ピ
ー
ル
で
企

業
誘
致
を
推
進
す
る
考
え
。

　
―
県
内
企
業
の
支
援
機
関

と
し
て
セ
ン
タ
ー
に
期
待
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
１
９
１
６
年
に
設
立
し

た
。

年
の
歴
史
を
持
ち
、

公
設
試
験
所
と
し
て
中
小
企

業
の
支
援
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
担
っ
て
い
る
。
国
内
に

お
け
る
中
小
企

業
は
全
事
業
者

数
の
約

％
を

占
め
、
雇
用
促

進
や
産
業
活
性

化
の
観
点
か
ら

も
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き

い
。
特
に
和
歌
山
県
の
場

合
、
従
業
員
数
が

人
以
下

と
な
る
企
業
の
割
合
は
約

％
に
上
る
。
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
県
内
中
小
企
業
と
の
間

で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
た
い
」

　
―
和
歌
山
県
の
産
業
が
発

展
す
る
カ
ギ
は
。

　
「
和
歌
山
県
の
企
業
が
他

府
県
や
海
外
と
の
競
争
に
勝

つ
た
め
に
は
、
得
意
技
術
を

伸
ば
す
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
県
内
に
は
有
機
合
成
技

術
に
強
い
化
学
企
業
が
少
な

く
な
い
。
今
後
は
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
二
次
電
池

と
い
っ
た
成
長
分
野
を
対
象

と
す
る
素
材
中
間
体
の
供
給

基
地
を
県
内
に
構
築
す
べ
き

だ
。
県
内
企
業
の
力
を
結
集

で
き
れ
ば
、
供
給
量
で
世
界

ト
ッ
プ
も
夢
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
県
内
企
業
同

士
が
横
の
連
携
を
結
ぶ
必
要

が
あ
る
」

　
―
連
携
強
化
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。

　
「
セ
ン
タ
ー
で
も
県
内
中

小
企
業
の
連
携
促
進
を
目
的

と
し
た
研
究
会
を
開
催
し
、

次
世
代
の
方
向
性
の
あ
り
方

を
模
索
中
だ
。
数
年
後
を
に

ら
み
、
県
内
企
業
が
ど
う
い

う
製
品
で
成
長
分
野
に
食
い

込
め
る
の
か
。
研
究
会
の
活

動
を
通
じ
て
見
極
め
た
い
」

　
―
み
か
ん
や
梅
、
柿
と
い

っ
た
農
産
物
も
和
歌
山
県
の

産
業
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
産
物
需
要
を
伸
ば
す

た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
和
歌
山

県
を
代
表
す
る
農
産
物
に
つ

い
て
は
他
府
県
に
負
け
ら
れ

な
い
。
そ
の
た
め
セ
ン
タ
ー

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
物
に

適
し
た
生
産
加
工
技
術
な
ど

の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

く
。
食
品
の
需
要
動
向
は
消

費
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
と
切

り
離
せ
な
い
。

例
え
ば
青
梅
は

以
前
の
よ
う
に

各
家
庭
で
梅
酒

に
漬
け
な
く
な

っ
た
こ
と
で
、

需
要
が
落
ち
て
い
る
。
ど
う

す
れ
ば
時
代
に
マ
ッ
チ
で
き

る
の
か
、
関
連
企
業
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
」


